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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

大
阪
市
西
部
地
区

日
時　

10
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

木
ノ
本
喜
史
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
臨
床
教
授
・
吹

田
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

歯
内
療
法
成
功
の
鍵
パ
ー
ト
３
・
感
染
根
管
治
療

大
阪
市
南
部
地
区

日
時　

10
月
10
日
（
月
・
祝
）
午
前
11
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

野
原
幹
司
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
付
属
病
院
顎
口
腔

機
能
治
療
部
医
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

歯
科
に
お
け
る
嚥
下
内
視
鏡
の
活
用

日
時　

10
月
15
日
・
22
日
午
後
２
時
30
分
〜
５
時
30
分

　
　
　

＊
２
回
通
し
て
の
講
習
会

場
所　

京
橋
・
弥
生
カ
レ
ッ
ジ
Ｃ
Ｍ
Ｃ
（
℡
06
―
４
８
０
０

―
６
８
０
３
）
Ｊ
Ｒ
京
橋
駅
「
南
口
」
出
て
右
徒
歩
３
分

「
大
発
ビ
ル
」

講
師　

柄
溝
宗
生
氏
（
協
会
税
理
士
団
）

会
費　

１
万
円
（
２
回
分
）　
　

定
員　

25
人

対
象　

会
員
、
家
族
、
会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ

パ
ソ
コ
ン
記
帳
講
座

大
阪
市
西
部
・
南
部
・
東
部
地
区

日
時　

10
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

西
出
知
子
氏
（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

洗
練
さ
れ
た
接
遇
・
マ
ナ
ー
上
級
編

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会

日
時　

10
月
16
日
（
日
）
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

山
崎
万
里
氏
（
千
代
田
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
、
家

庭
栄
養
研
究
会
顧
問
）

会
費　

無
料

い
の
ち
の
食
育
―
エ
コ
の
視
点
で
身
を
守
る
食
べ
方
―

10
月
度
生
涯
研
修

日
時　

10
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

柿
木
保
明
氏
（
九
州
歯
科
大
学
摂
食
機
能
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

開
業
医
に
必
要
な
唾
液
と
口
腔
乾
燥
症
の
診
査

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
日
帰
り
旅
行

日
時　

10
月
23
日
（
日
）
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
30
分

場
所　

京
都　

丹
後
・
奥
伊
根　
　

定
員　

45
人

集
合　

難
波
８
時
、
梅
田
８
時
30
分

会
費　

１
万
円
、
子
ど
も
３
千
円
（
小
学
生
以
下
）

※
最
低
催
行
人
数
20
人
。
人
数
に
達
し
な
か
っ
た
場
合
は
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

中
止
の
場
合
は
、
10
月
11
日
頃
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

伊
根
の
舟
屋
を
め
ぐ
り　

名
店
油
屋
別
館
和
亭
で
海

の
幸
を
堪
能
す
る
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

　

キ
ュ
ー
バ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

ド
ク
タ
ー
は
、
医
師
１
人
に

対
し
、
平
均
し
て
１
２
０
世

帯
ま
た
は
１
０
０
０
人
前
後

を
受
け
持
ち
、
住
民
の
健
康

ば
、
こ
の
施

設
に
は
全
診

療
科
と
総
合

的
な
設
備
が

整
っ
て
い

る
。
こ
こ
で

は
、
治
療
だ

け
で
は
な
く

ラ
ボ
ラ
ト
リ

維
持
や
予
防
医
療
に
活
躍
し

て
い
る
。

　

今
回
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
ド
ク

タ
ー
か
ら
の
紹
介
患
者
の
治

療
を
お
こ
な
う
ポ
リ
ク
リ
ニ

コ
（
市
町
村
総
合
診
療
所
）

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　

ポ
リ
ク
リ
ニ
コ
は
す
べ
て

の
地
域
に
あ
る
、
い
わ
ば
小

さ
な
病
院
だ
。
そ
れ
は
地
域

医
療
の
本
部
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
キ
ュ
ー
バ
厚
生
省

の
ホ
セ
博
士
の
説
明
に
よ
れ

ー
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

施
設
も
あ
る
。
ポ
リ
ク
リ
ニ

コ
は
全
地
域
で
４
８
８
カ
所

あ
る
。

　

人
口
２
万
人
弱
の
住
宅
地

の
ワ
ナ
ボ
ウ
町
の
ポ
リ
ク
リ

ニ
コ
を
視
察
し
た
。
そ
こ
で

歯
科
医
学
生
が
実
習
中
の
歯

科
診
療
室
を
見
学
し
た
。
ブ

ラ
ジ
ル
の
開
業
医
が
使
っ
て

い
た
中
古
の
デ
ン
タ
ル
チ
ェ

ア
が
３
台
あ
っ
た
。
そ
れ
ら

は
よ
く
故
障
し
、
そ
の
う
ち

１
台
は
機
能
し
て
い
な
か
っ

た
。
技
工
室
も
併
設
さ
れ
、

学
生
も
含
め
３
人
が
義
歯
の

技
工
を
し
て
い
た
。
歯
科
の

女
性
所
長
は
う
蝕
予
防
に
重

点
を
置
い
て
い
る
と
強
調
し

て
い
た
。
日
本
か
ら
持
参
し

た
歯
ブ
ラ
シ
を
お
渡
し
し

た
。
こ
の
ポ
リ
ク
リ
ニ
コ
も

女
性
の
医
療
従
事
者
が
多

い
。
キ
ュ
ー
バ
で
は
、
医
師

の
60
％
が
女
性
で
、
８
万
７

０
０
０
人
以
上
の
医
療
技
術

者
の
う
ち
70
％
が
女
性
で
あ

る
。

　

ホ
セ
博
士
は
こ
う
語
っ
て

い
た
。
キ
ュ
ー
バ
は
貧
乏
な

国
だ
か
ら
、
新
し
い
近
代
的

な
医
療
設
備
を
買
え
る
お
金

が
な
い
。
だ
か
ら
キ
ュ
ー
バ

の
医
療
制
度
の
一
番
大
切
な

基
礎
は
予
防
医
療
制
度
だ

と
。
こ
の
こ
と
は
医
療
機
器

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
搭
載
し

て
い
な
い
修
理
可
能
な
１
９

５
０
年
代
の
自
動
車
が
現
役

で
あ
る
。
ま
た
、
公
的
機
関

の
従
事
者
以
外
の
住
民
は
パ

ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
を
保
持

し
て
い
な
い
。 

（
つ
づ
く
）

　

第
12
回
「
共
済
加
入
者
の

つ
ど
い
」
が
３
日
、
大
阪
市

内
で
開
か
れ
、
歯
科
・
医
科

共
済
制
度
加
入
会
員
や
家

族
、
委
託
生
保
関
係
者
ら
２

２
０
人
が
参
加
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
山
上

紘
志
副
理
事
長
は
、
休
業
保

障
の
原
状
復
帰
に
道
を
開
い

た
協
会
・
保
団
連
運
動
に
触

れ
、
一
刻
も
早
く
募
集
再
開

で
き
る
よ
う
引
き
続
き
政
府

に
要
請
を
強
め
て
い
く
こ
と

を
説
明
し
た
。
委
託
生
保
が

４
社
か
ら
７
社
に
増
え
た
保

険
医
年
金
に
つ
い
て
、「
よ

り
安
定
性
・
安
全
性
が
高
ま

っ
た
」
と
述
べ
、
加
入
を
呼

び
か
け
た
。

　

下
井
戸
昭
介
副
理
事
長

は
、
保
険
医
年
金
の
普
及
結

果
や
加
入
状
況
な
ど
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

　

記
念
行
事
で
は
、「
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ａ
サ
ミ
ッ
ト
ブ
ラ
ス
」

が
金
管
合
奏
を
披
露
し
た
。

共
済
加
入
者
の
つ
ど
い
に
２
２
０
人

募
集
再
開
へ
要
請
強
め
る

地域担う総合診療所「ポリクリニコ」

医療制度、一番の基礎は予防

革命50年の足跡③革命50年の足跡③

山上紘志（堺市）

っ
て
い
た
。
物
を
運
ぶ
の
に

昔
は
水
運
が
中
心
だ
っ
た
の

で
、
縦
横
の
大
き
な
堀
が
交

差
す
る
四
ツ
橋
は
大
変
な
に

ぎ
わ
い
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ

が
通
れ
る
よ
う
に
新
設
さ
れ

た
。
も
ち
ろ
ん
、
荷
車
ぐ
ら

い
し
か
通
っ
て
い
な
か
っ
た

そ
れ
ま
で
の
道
と
は
格
段
に

広
く
作
ら
れ
た
。
で
は
、
ど

う
し
て
堺
筋
で

は
な
く
、
こ
ち

ら
に
新
設
し
て

屋
、
松
坂
屋
な
ど
も
こ
の
筋

に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
明

治
維
新
で
、
外
国
と
の
交
渉

が
重
視
さ
れ
て
い
た
関
係

で
、
府
庁
市
役
所
、
大
型
船

が
泊
ま
れ
る
港
、
居
留
地
、

税
関
な
ど
大
阪
の
西
側
に
設

置
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
替

わ
っ
て
い
く
。
港
に
は
元
来

大
き
な
船
は
入
れ
ず
、
神
戸

港
の
方
に
行
き
、
そ
れ
に
伴

っ
て
居
留
地
は
寂
れ
て
無
く

な
り
、
市
役
所
が
中
之
島

に
、
戦
後
、
府
庁
ま
で
も
移

転
す
る
。
そ
し
て
、
１
９
３

３
年
に
で
き
た
御
堂
筋
が
あ

た
ら
し
い
商
都
の
大
動
脈
に

な
る
。
こ
の
御
堂
筋
に
は
、

は
じ
め
か
ら
、
直
接
地
下
鉄

が
通
る
よ
う
に
な
る
。

　

車
社
会
に
移
行
し
つ
つ
あ

っ
た
当
時
、
戦
後
の
ジ
ェ
ー

ン
台
風
の
水
害
に
よ
り
防
水

上
の
妨
げ
に
な
る
と
の
こ
と

で
、
特
に
西
区
に
多
く
あ
っ

た
堀
は
ほ
と
ん
ど
埋
め
立
て

ら
れ
道
路
と
な
っ
て
い
っ

た
。今
、四
ツ
橋
に
は
、
堀
も

市
電
も
な
く
な
っ
た
が
、
若

者
の
街
ア
メ
リ
カ
村
と
堀
江

に
は
さ
ま
れ
、
そ
れ
な
り
に

繁
華
な
街
で
は
あ
る
。
昔
を

思
わ
せ
る
も
の
と
し
て
は
記

念
碑
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。

　

四
つ
橋
線
（
線
名
は
な
ぜ

か
〝
つ
〞
で
あ
る
）
は
御
堂

筋
線
の
本
町
、
な
ん
ば
の
駅

名
が
共
通
し
て
い
る
し
バ
イ

パ
ス
み
た
い
な
形
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
な
か
で
、
四
ツ

橋
駅
だ
け
は
心
斎
橋
駅
と
共

通
な
は
ず
な
の
で
あ
る
が
別

に
駅
名
が
つ
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
も
、
記
念
碑
と
言

え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

 

（
新
聞
部
・
谷
聰
）

る
。

　

さ
ら
に
１

９
０
８
年
、

市
電
が
南
北

線
、
東
西
線

が
開
業
す

る
。
そ
の
交

点
に
な
る
の

232

縦
横
の
堀
の
交
差
点

っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

　

た
だ
、
そ
の
繁
栄
は
長
続

き
せ
ず
、
１
９
２
２
年
、
市

電
堺
筋
線
が
開
業
し
商
業
の

中
心
が
徐
々
に
こ
ち
ら
に
移

転
す
る
こ
と
と
な
る
。
百
貨

店
も
三
越
、
白
木
屋
、
高
島

ま
で
、
作
ら
れ
た
か
と
い
う

と
、
北
の
梅
田
、
南
の
な
ん

ば
、
湊
町
、
恵
美
須
町
と
い

う
当
時
の
鉄
道
の
タ
ー
ミ
ナ

ル
を
結
ぶ
た
め
と
、
最
近
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
初

代
の
府
庁
、
市
役
所
が
西
区

の
江
の
子
島
に
あ
り
、
そ
こ

か
ら
も
市
電
が
近
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
東
西
線
は
大
阪

港
ま
で
続
い
て
い
た
。
水
運

と
市
電
の
交
差
点
が
同
時
に

あ
る
の
で
、
さ
ぞ
に
ぎ
や
か

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
当

時
大
阪
の
中
心
は
こ
こ
に
あ

が
、
ま
た
こ
の
四
ツ
橋
な
の

で
あ
る
。
こ
の
時
ま
で
、
南

北
に
は
大
通
り
と
言
え
る
の

は
堺
筋
し
か
な
く
、
東
西
の

通
り
の
方
が
、
道
幅
が
広
か

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

と
き
に
、
四
つ
橋
筋
は
市
電

四
ツ
橋

四
ツ
橋

つ
ど
い
を
楽
し
む
参
加
者
＝

３
日
、
ベ
イ
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル

大阪市西区・四ツ橋交差点の四ツ橋跡の碑

歯科クリニックの所長と
山上氏（右）　　　　　

　

四
ツ
橋
の
名
前
の
由
来
を

ご
存
知
だ
ろ
う
か
？

　

橋
が
多
か
っ
た
大
阪
の
こ

と
、
四
つ
の
橋
が
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
な
と
気
づ
か
れ
る
と

思
う
。
で
も
今
は
橋
ど
こ
ろ

か
、
川
も
な
い
。

　

か
つ
て
、
四
ツ
橋
は
南
北

に
走
る
西
横
堀
川
（
今
は
阪

神
高
速
）、
東
西
に
長
堀
川

（
長
堀
通
）
の
交
点
に
位
置

し
て
い
た
。
北
に
上
繋
橋
、

南
に
下
繋
橋
、
西
に
炭
屋
町

橋
、
東
に
吉
野
屋
橋
が
か
か


